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光学ガラスBK7の精密加工

疇

近年． 各種情報機器の高性能化•小型化に伴い． それらを支える基幹部品である光学素子に対して． 高精度化• 高機能化が
求されている．このような背景の下微細表面形状パターンを持つ光学素子を創成するためにば詭性材料である光学ガラ
スの精密切削加工技術の確立が必要である，一方．非球面レンズの加工を対象とした場合．加工法としてガラスモールド法が
用いられ量産されているガラスモールド法とはガラスの高温変形を利用して．超精密な金型の形状を素材ガラスに転写さ

せる成影法であるしかしながら．ガラスは - つ ~
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ガラスモールド法 実験装置

本研究で明らかにすること

(1)軸付き砥石を用いたBK7の超精密加工における最適な条件（加工精度の向上）

{2)チャンファ付焼結CBN工具を用いたBK7の超精密切削加工の可能性．および工具

摩耗と加工精度．切削条件との関係性

企業メリットI・レンズの試作や小ロット生産における低コスト化

三脆性材料、光学ガラス、超精密加工、チャンファ

］主要な研究テーマ ij. 単結晶シリコンの超精密切削加工
・BK7の超精密切削加工

技術相談に応じられる分野

・超精密加工

利用可能な装置等
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